
公
共
施
設
と
は･･･

　

公
共
施
設
と
は
、
国
や
県
、
市
町
村
が
建

設
す
る
施
設
で
、
本
市
で
は
、
学
校
や
公
営

住
宅
、
文
化
施
設
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
ハ
コ

モ
ノ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
道

路
や
橋
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
も
含
め
公
共

施
設
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
公
共
施
設
は
、
学
習
・
交
流
・

生
活
・
手
続
き
な
ど
を
す
る
場
と
し
て
利
活

用
さ
れ
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
公
共
施
設
の
現
況
と
課
題

　

人
口
減
少
・
少
子
化
・
超
高
齢
社
会
を
迎

え
、
社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中

で
、
そ
れ
に
伴
う
生
産
人
口
の
減
少
や
地
方

交
付
税
の
削
減
な
ど
に
よ
り
地
方
財
政
が
行

き
詰
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
度
経
済
成
長
期
に
大
量
に
建
設

さ
れ
た
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
公
共
施
設

や
イ
ン
フ
ラ
資
産
が
一
斉
に
改
修
・
更
新
時

期
を
迎
え
、
多
額
の
更
新
費
用
が
必
要
に
な

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定

　

現
在
、本
市
で
は
、長
期
的
な
視
点
を
持
っ

て
公
共
施
設
な
ど
の
長
寿
命
化
や
施
設
の
複

合
化
・
集
約
化
な
ど
も
含
め
、
公
共
施
設
な

ど
の
適
正
配
置
と
有
効
活
用
及
び
財
政
負
担

の
平
準
化
を
図
る
た
め
に
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
、
今
年
度

中
に
公
表
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
定
期
的
に
、
公
共
施
設
の
あ
り

方
に
関
連
す
る
情
報
を
お
届
け
し
、
将
来
に

負
担
を
残
さ
な
い
適
切
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
続
け
る
た
め
に
も
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
一
緒
に
、
公
共
施
設
の
更
新
問
題
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

解
決
の
考
え
方
と
し
て
、
単
な
る
施
設
面

積
の
縮
小
と
い
う
視
点
で
は
な
く
、
施
設
規

模
の
縮
小
を
目
指
し
つ
つ
も
機
能
面
を
充
実

す
る
「
縮
充
」
と
い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

ま
ず
は
、「
建
物
の
老
朽
化
の
現
状
」「
人

口
の
移
り
変
わ
り
」「
公
共
建
築
物
の
用
途

別
棟
数
・
延
床
面
積
」「
本
市
の
財
政
状
況
」

の
現
状
に
つ
い
て
把
握
し
ま
し
ょ
う
！

シ
リ
ー
ズ　

第
１
回

公
共
施
設
の

　
　

現
状
と
課
題

■
公
共
施
設
な
ど
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
ま
す
！

　

築
30
年
以
上
の
建
物
が
、
全
体
の
半
数
を

超
え
て
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

建
物
を
改
修
し
た
り
、
建
て
替
え
た
り
す

る
時
期
が
一
斉
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　

建
物
を
維
持
更
新
し
て
い
く
に
は
、
莫
大

な
お
金
が
か
か
り
ま
す
が
、
古
く
な
っ
た
建

物
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
安
心
し
て

使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

＜建物の老朽化の現状＞

■
人
口
減
少
・
少
子
化
・
超
高
齢
社
会

を
迎
え
て
い
ま
す
！

　

本
市
の
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成

72
年
に
は
５
万
人
を
下
回
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
や
高
齢
化
社
会
が
進
む
と
、

公
共
施
設
の
利
用
者
の
減
少
や
年
齢
構
成
が

変
わ
る
た
め
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
公
共

施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
時
期
が
き
て
い

ま
す
。

■
公
共
施
設
が
過
剰
に
な
っ
て
い
ま
す
！

　

本
市
が
所
有
す
る
公
共
施
設
は
、
庁
舎
や

小
・
中
学
校
、
公
営
住
宅
な
ど
、
約
６
０
０

施
設
（
50
㎡
以
下
を
除
く
）
あ
り
、
学
校
と

公
営
住
宅
で
全
体
の
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

総
床
面
積
で
は
約
48
万
㎡
、
市
民
１
人
当

た
り
に
換
算
す
る
と
５
・
38
㎡
で
、
全
国
平

均
３
・
22
㎡
と
比
較
す
る
と
約
１
・
７
倍
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
規
模
自
治
体
平

均
の
３
・
56
㎡
と
比
較
し
て
も
約
１
・
５
倍
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
す
！

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
人
口
減
少
や
人
口

構
成
の
変
化
の
影
響
で
、
市
税
の
減
収
と
扶

助
費
の
高
止
ま
り
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
多
く
の
公
共
施
設
な
ど
が
改
修
時

期
ま
た
は
更
新
時
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
維
持
更
新
コ
ス
ト
の
増

加
に
対
し
て
、
必
要
な
財
源
が
不
足
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

本市の老朽化が進む公共施設

将来に負担を残さない行財政運営に
～拡充から縮充へ～

公共施設の

あり方を考えよう！

特　集

学校給食センター 金生公民館 長津保育園

問い合わせ先　財産管理課　28-6167

　今後、40 年間で約 2000 億円。これは何の数字を表
しているのでしょうか？
　市が所有する学校や公営住宅などの建物を建て替え
たり、改修したりした場合にかかる費用です。
　市の公共施設は今、大きな転換期を迎えています。

公共施設

公共建築物

インフラ資産

・道路
・橋りょう
・上下水道など

・市民文化系施設
・社会教育系施設
・学校教育系施設
・行政系施設など

公共施設の構成図

※次回は、公共施設等マネジメントの取り組みについて紹介します
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160,000

120,000

80,000

40,000

0
60 年
以上

50 年
以上

40 年
以上

30 年
以上

20 年
以上

10 年
以上

1年
以上

建築経過年数（平成 26 年 3 月 31 日現在）
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＜人口の移り変わり＞

国勢調査人口 国立社会保障・人口問題研究所
将来推計人口（平成 25 年 3 月推計）

平成 22 年 平成 72 年

■老年人口（65 歳以上）

■生産年齢人口（15 ～ 64 歳）

■年少人口（0～ 14 歳）

100,000 人

50,000 人

0 人
11,827 人

54,762 人

23,598 人

20,065 人

24,634 人

4,858 人

＜公共建築物の用途別棟数・延床面積＞

学校

公営住宅

集会施設

スポーツ施設

その他

37.7％

14.8％ 166 棟

423 棟

276 棟24.6％

1.7％

21.1％

29.7％

25.0％

13.4％

6.0％

25.9％

143,426 ㎡

120,986 ㎡

64,702 ㎡

棟数 延床面積

＜歳入・歳出決算額の推移（一般会計）＞

■歳入合計　■歳出合計　■歳出（うち投資的経費）

平成 20 年

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000
百万円

31,507

30,522

41,797

39,691

2,773

8,702

築後 30 年以上が全体の 57％

平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年

90,187 人

49,557 人


